
 

 

 

令和５年 9月発行 

発行元：認知症疾患医療センター＆認知症相談支援センター 

認知症に関するさまざまな情報をお届けします。           共同で発行しています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

◆◆もの忘れ検診の精密検査費用の助成受付がはじまります◆◆ 
令和５年 10月から、もの忘れ検診の結果、精密検査が必要と判定された方に 

対しての精密検査の費用助成受付がはじまります。 
 
 

WITH～認め合おう、知り合おう、医療と介護～ 

 

～ 

第 23 号

号 

認知症情報誌 

対象者 もの忘れ検診の結果、精密検査が必要と判定された方 

      ※令和 5年 4月 1日から 9月 30日の間に受診した精密検査の費用も対象です。 

 

助成額 保険診療による自己負担額 

※認知症の診断に必要な診察料・検査料以外の費用は対象外（例：薬代などの治療費） 

 

助成方法 償還払 （受診者がいったん、もの忘れ検診精密検査実施医療機関（※）にて 

保険診療の自己負担額を支払った後、市へ申請して払い戻しを受ける手続き） 

 

実施場所 市が事前に登録したもの忘れ検診精密検査実施医療機関（下記問合先参照） 

 
申請方法 精密検査を受けた医療機関で、申請書の様式等を受け取り、必要事項を記入の上、 

名古屋市に提出してください。 

 
対象者 ６５歳以上の市民の方（今年度中に 65歳になられる方を含む）で、 

認知症と診断を受けていない方 

 

実施場所 検診を受けられる医療機関は、協力医療機関（下記問合先参照）でご確認ください。 

 

自己負担 無料       検診間隔 年度（4/1～翌年 3/31）に１回    

 
受診方法 検診を実施する協力医療機関（下記問合先参照）にあらかじめ予約をお取りください。 

 

検診内容 問診による認知機能検査  

 

 

結果通知 受診した協力医療機関で結果や説明を受けてください。検診の結果、 

認知機能の低下がみとめられる場合などは、精密検査の受診をご案内します。 

名古屋市健康福祉局地域ケア推進課  電話 972-2549  FAX 955-3367 

  注） 申請時まで領収書の保管が必要です

です 

 

 

 検索 
 名古屋市 もの忘れ検診 【もの忘れ検診に関する問合先】 

『もの忘れ検診』とは 

（注）この検診は認知機能の低下について簡易的に検査するものであり、認知症の診断を行うものではありません。 

 



名古屋市認知症相談支援センターYouTubeチャンネルでは
『認知症とともに歩む人のまなざし 本人と家族の語り』という
タイトルで、ご本人やご家族が自らの体験を語る声を届ける場と
して現在、本人：5本、介護している家族：13本の動画を配信
しています。ご興味ある方は、是非ご覧ください。 

～認知症関係の行事予定～ 詳細、申込方法は問合せ先までお問い合わせください。 

名古屋市認知症相談支援センター  

マスコットキャラクター 

あ ゆ 

ゆ み 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症コラム №２２「もの忘れ外来とフォローアップ外来について」 

もりやま総合心療病院 認知症疾患医療センター長 岩井 清  

名古屋市の「もの忘れ検診」精密検査の助成制度が始まります。当院では精密検査として「もの忘れ外

来」に受診いただいています。 

鑑別診断を受けるメリットとしては、医療や介護・福祉などのサービスを受けられ、家族も情報提供や

支援も得られます。特に早期診断を受けると、治療可能な疾患を把握でき、健康状態に応じた質の高い生

活を目指せます。また自らの人生目標に沿った医療介護サービスへの要望に留まらず、法的経済的な事柄

にも積極的に意見を述べることが出来ます。 

 認知症と診断されると、進行性の不治の病であり、今までの生活に制限を受け、社会的にも疎外される

のでないかと不安になる方がいます。アルツハイマー型認知症・レビー小体型認知症以外の認知症は、保

険診療上、認知症状を進行抑制する治療薬がなく、軽度認知障害や早期認知症の場合は介護サービス利用

も限定されます。診断から介護サービス利用に至るまでを「空白期間Ⅱ」とされ患者さんや家族も社会か

ら放置されていると感じると思います。 

2023年 7月に米食品医薬品局で正式承認された疾患修飾薬「レカネマブ」は原因物質を除去し神経細

胞の損傷を防ぎ、軽度認知障害、軽度アルツハイマー型認知症の進行抑制の作用があるとされました。 

診断技術の進歩もあり、早期診断が今後ますます増加します。 

 当院の鑑別診断で軽度認知障害、初期認知症と診断された方で、希望される方を対象に定期的あるいは

随時診療する認知症フォローアップ外来を開始しました。診断不詳例や認知機能低下を認めるうつ病の方

も対象として経過を追って診断し、適時適切に多職種による医療サービスを提供し診断後支援機能をもた

せ、介護保険サービス、福祉機関とも連携を図っていきます。 

 早期に認知症と診断を受けることが多くなると「基本的日常生活動作(ADL)」の 

支援でなく、社会的役割、日常生活、家事などに関する「手段的日常生活動作(IADL)」 

への支援が求められます。生きがいに関わる役割やその人らしい生活を援助する 

ために多職種による診断後支援や社会環境を整えていく必要があると思われます。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

検索 

◆名古屋市の認知症情報◆ 

➡名古屋市ウェブサイト トップページ →暮らしの情報 → 

→高齢者 →認知症施策 →認知症の方や家族を支援する取り組み 

認知症に関する情報や相談窓口はこちら 

 

名古屋市認知症相談支援センター 認知症の人本人と 

YouTube チャンネル 家族の語りをご覧ください 

☎電話から 
認知症コールセンター 認知症の症状や介護等に関する様々な相談 
 ◆名古屋市認知症コールセンター ☎052-734-7089  
認知症疾患医療センター 専門医療、鑑別診断と治療、急性期対応等に関する相談 
◆名鉄病院 ☎052-551-2802  ◆まつかげシニアホスピタル ☎052-352-4165  

◆もりやま総合心療病院 ☎052-795-3560  ◆八事病院 ☎052-832-2181 

💻パソコン・スマートフォンから 

 

 
なごや認知症あんしんナビ キーワード検索 

 


